
-臨床研究に関する情報および臨床研究に対するご協力のお願い- 

 

現在、国立国際医療センター乳腺・腫瘍内科および大阪医科薬科大学医学部医療統計学研究室

では、本センターで保管している診療情報等を使って、下記の研究を実施しています。 

この研究の詳細についてお知りになりたい方は、下欄の問合せ担当者まで直接お問い合わせください。なお、

この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の診療情報等を「この研究に利用・提供して欲し

くない」と思われた場合にも、下欄の問合せ担当者までお申し出ください。その場合でも不利益が生じることは

ありません。 

[研究課題名]  救急外来を受診した乳癌患者の診断経緯・治療経過に関する後方視研究(旧課題名：救急外来受

診を契機に診断された乳癌患者に関する研究) 

[研究対象者]  2010年9月1日～2023年3月31日までの間に、国立国際医療センター (旧：国立国際医療研

究センター病院)にて乳癌と診断された方 

[利用する診療情報等の項目と取得方法] 

診療情報等：診断名、年齢、性別、身長・体重、外来受診日、入院日、既往歴、家族歴、併存疾患名、乳癌の

病理学的特徴(ホルモン受容体発現・HER2 発現の有無など)・ステージ、乳癌発見の状況(自己発見、その他)、

処方薬(内服薬・注射)、保険加入の有無、同居人の有無、郵便番号、追跡調査(再発、死亡)など 

カルテから上記に該当する情報を収集し利用します。 

[利用の目的]  

比較的生命予後の良いとされる乳癌において、救急外来で診断されるような状態では予後不良であることが先

行研究より示唆されています。乳癌患者において早期に診断するための課題を明らかにするため、救急外来受

診を契機に診断された乳癌患者の特徴を検討します。また、乳癌の治療中に留意すべき症状の経過や合併症を

検討するため、乳癌診断後に救急外来を受診した患者の特徴を収集します。 

 

[共同研究機関及び研究責任者] 

上記の診療情報等を、下記機関に対して、統計解析の実行のために提供します。 

〔主な提供方法〕□直接手渡し □郵送・宅配 ■電子的配信 □その他（  ） 

・大阪医科薬科大学医学部医療統計学研究室・教授 伊藤ゆり 

[研究実施期間]  研究の実施許可日より2027年3月31日までの間（予定） 

 

[この研究での診療情報等の取扱い] 

本機構倫理審査委員会の承認を受けた研究計画書に従い、利用・提供する診療情報等から氏名、生年月日等の情

報を削除し、個人が特定されることがないように加工をしたうえで取り扱います。 

 

[利益相反について] 

利益相反の状況についてはJIHS利益相反マネジメント委員会に報告し、その指示を受けて適切に管理します。本

研究に関する研究全体及び研究者個人として申告すべき利益相反の状態はありません。 

 

[機関長、研究責任者、および、研究内容の問合せ担当者] 

機関長：国立健康危機管理研究機構 理事長 國土 典宏 

研究責任者：国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 乳腺・腫瘍内科 医師 下村 昭彦  

研究分担者：国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 乳腺・腫瘍内科 医長 清水 千佳子 

      国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 乳腺・腫瘍内科 フェロー 安藤 健樹 

研究内容の問合せ担当者：国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター  

乳腺・腫瘍内科  医師 下村 昭彦 

電話：03-3202-7181（代表）（応対可能時間：平日9 時～16 時） 
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